
施

507
トータル 計画 0

策

0 1,047,666

が

コスト 実績 0 0 939

市

,723

民/生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

方針
・公民館の学習機能のさらなる充実に加え、公民館を地域の交流拠点

令

とし、地域の課題に対

和

応する
ための「（仮称

 

）地域交流センター」

5

化に取り組む。
・新元

年

気世代が、生きがいを

度

持ち心豊かな暮らしが

施

できるよう、引き続き

策

健康維持や趣味づくり

評

・
社会参加の促進に向

価

けた取組を充実させる

書

。
・図書施設や天文科

政

学館等の生涯学習施設

　

においては、利用者の

策

増加に向け、施設間で

0

連携し、さ
令和 5年

3

度 らに充実したサービ

生

スの検討や学習機会の

き

充実に取り組む。

がいを持って暮らせるま

指標
成

ち

果 生きがいを感じてい

づ

る市民の割合 単位 ％
指

く

標名① 達成率区分 増加

り

目標
令和02年度 令和

施

 4年度 令和 5年度

　

令和 6年度 令和 7

策

年度
目標値 計画 67.

0

6 67.6 67.6 6

1

7.6
実績 67.5 6

生

7.9 73.5
達成率

き

100.44% 108

が

.73%
成果 公民館・

い

図書館・天文科学館・

づ

こども館の利用者数（

く

合計） 単位 人
指標名②

り

達成率区分 増加目標
令

の

和02年度 令和 4年

推

度 令和 5年度 令和 

進

6年度 令和 7年度
目

主

標値 計画 711,00

管

0 784,000 85

課

7,000 929,0

ス

00
実績 565,21

マ

2 722,883 77

イ

5,242
達成率 10

ル

1.67% 98.88

ラ

%
成果 単位

指標名③ 達

イ

成率区分
令和 4年度

フ

令和 5年度 令和 6

推

年度 令和 7年度
目標

進

値 計画
実績

達成率

課

関連課

スマ

事業費内

イ

訳 （単位：千円）
令和

ル

 3年度 令和 4年度

ラ

令和 5年度

事業費 計

イ

画 0 0 770,041

フ

実績 0 0 702,21

推

6

財
源
内
訳

国庫 計画 0

進

0 11,187
支出金

課

実績 0 0 11,070

、

県 計画 0 0 0
支出金 実

文

績 0 0 0

地方債 計画 0

化

0 0
実績 0 0 0

その他

振

計画 0 0 336,37

興

2
実績 0 0 280,3

課

70
一般 計画 0 0 42

、

2,482
財源 実績 0

図

0 410,776

人件

書

費 計画 0 0 277,6

課

25
実績 0 0 237,



・

に

設の維持管理や
運用内

説

容が決まっていない。

明

・図書館においては、

会

気軽に利用できる電子

を

書籍化などを活用した

開

サービスの充実を図り

催

、利用者
施策の の確保

す

、増加に務めていく必

る

要がある。
課題 ・プラ

な

ネタリウムの更新を踏

公

ど

まえ、天文科学に親し

、

む機会を更に充実させ

地

るため、引続き、学校

域

、
ボランティア及び専

交

門機関との連携・協力

流

を図る必要がある。

・

セ

地域交流センター化に

ン

伴い、これまで以上に

タ

小・中学生、高校生、

ー

大学生及び各学校と連

民

化

携して
若い人が利用し

の

たり、イベント等への

周

参加ができるようにな

知

ると良い。
・地域交流

に

センターまつりなど、

努

若い世代の方が参加す

め

ると、地域住民の方と

た

の繋がりもでき、地
域

。

の方にも喜んでもらえ

・

る。
・図書館について

館

概

は、大勢の方に利用し

ね

てもらえるように市民

5

や学校等と連携して、

0

図書の配置の
工夫やイ

歳

ベントの実施などに取

以

組んでほしい。
・ディ

上

スカバリーパークのプ

の

ラネタリウムにおいて

新

、障害者向けのプログ

元

ラム制作といった取組

に

気

み
を行っているが、他

世

の公共施設においても

代

多様なニーズに沿った

を

事業や取組みをできる

対

限り実施し
てほしい。

象

市民意見

とした「

つ

焼津おとな倶楽部」の

い

趣味活案内人講座は、

て

前期・後
期合わせて5

は

7講座から84講座に

、

充実させるとともに、

令

スマホ講座の受講生が

和

講師となって「スマホ

６

相談室」を公民館３カ

年

所から５カ所で実施す

度

るなど、市民講師が活

か

躍できる場を増やすと

ら

いった取
組みを行った

の

。
・公民館（地域交流

地

センター）主催講座や

域

成人学級などの開催の

交

ほか、少年の船、海の

流

子山の子交
流事業等の

セ

青少年体験活動事業も

ン

コロナ禍前と同じ形で

タ

開催できた。
施策の ・

ー

ライフステージに応じ

へ

た利活用を目指す大井

の

川庁舎内に整備予定の

移

スマイルライフ推進セ

行

ンター
振り返り に関し

を

ては、令和８年度中の

踏

本格稼働を目指し、基

ま

本計画を策定した。
・

え

図書館では、スマホ等

、

で簡単に楽しめる電子

地

書籍の普及が進んでい

域

ることもあり、前年度

交

比で利
用者数が減少し

流

たものの、より多くの

セ

人に読書を普及するた

ン

めの各種講座の開催や

タ

、子供の成長段
階に応

ー

じた絵本の読み聞かせ

条

会などの事業を実施し

例

、読書に親しむきっか

や

けづくりに努めた。
・

施

焼津市子ども読書活動

行

推進計画の第二次計画

規

が終了するため、取組

則

の成果を検証し、結果

、

を踏ま
え新たに第三次

運

推進計画を策定した。

営

・天文科学館では、市

内

民の生きがいづくりを

規

目的に広くボランティ

の

アを募集し、ボランテ

制

ィア（登
録62名）の

定

協力の下、天文教室や

と

科学工作などの事業を

い

行うとともに、プラネ

っ

タリウムの更新工事
を

た

実施した。

・生涯学習

関

の様々な講座に参加す

係

る人が増加しつつある

法

が、コロナ禍前の水準

規

には戻っていない。
・

や

新元気世代プロジェク

ル

トの各種講座等の男性

ー

及び比較的若い世代の

ル

参加者が少ないため、

評

の

魅力的
な内容の講座や

整

夜間や休日開催など、

備

プログラムの見直しや

の

充実を図っていく必要

ほ

がある。
・地域交流セ

か

ンター化に伴い、若い

、

世代を含む利用者層の

講

拡大や、地域課題及び

座

多様化するニーズ
に積

等

極的に対応するための

価

の

体制づくりについて関

参

係部局との検討を重ね

加

る必要がある。
・老朽

者

化した港地域交流セン

や

ターの今後のあり方に

自

ついて、検討が必要で

治

ある。
・令和８年度に

会

運用を開始する大井川

向

庁舎内のスマイルライ

け

フ推進センターは、施


